もの を 実は 初めて 知った と 云っても いいが、 それより 

も 大事な ことに、 私 はこの 時 以来、 公式主義 者 (？) 

となった ことで ある。 と 云う の は、 それ以来 私 は、 判 

り 切った 誰に と つ て も 似たり よったり のガラ クタ を、 

自分が 初めて 発見した ように 勿体 をつ けて 一つ一つ 繰 

り 返す という 退屈な やり方 を、 軽蔑す るよう な 気運に 

向いて 来たので ある。 つまり 公式 を 一々 証明す る だけ 

の 時間で、 公式 を 使っても つと 先の 問題 を 解く 方が 真 

面目なの だとい う イデ ォロギ ー を 有つ ようにな つたの 

だ。 之 専ら 旧師 竹 内 端 三 先生の 賜で ある。 

処が 驚いた ことに は、 それから 二十 年 近く 経った 今 



日になる と、 判り 切った 公式 を 一 々証明して かかる の 

を 省略す る y J とが 公式主義 だ つ た 害な のに、 物 ごと は 

逆にな つて 来て、 判り 切った 公式 を 一 々証明して かか 

る ことが 即ち 公式主義 だとい うような ことにな つ て 来 

た。 そして 公式主義 は 何より 悪い もの だとい うこと に 

なって 来た。 それだけ ではない、 公式 を 使って 問題 を 

解く こと さえが、 又 やはり 悪い 公式主義 であると いう 

事に なって 来た。 要するに 悪い もの は 公式 だとい うこ 

とに なって 来た。 つまり 黒板の 前に 立往生した 私 も 竹 

内 教授から 見れば 公式主義なら、 之に 科学的 訓誨を 施 

した 竹 内 教授 も 公式主義 者だった、 という ことになる 



な もので しかない。 黒板の 前に 出たら、 他人の 認識 上 

の 迷惑な どに 関係な く、 気の 済む ように 自分自身 を納 

得させ さえ すれば いいように、 誰も 彼 も 身辺の ABC 

から 論証し 始めれば よい。 もし それが 面倒に なって 来 

たら、 論証 を やめて 時々 放言 を 試みる の も 一 興で あり 

また 色々 効果的で も ある、 という ことになる。 かりに 

前者 を 「創作」 と 呼び 後者 を 「評論」 と 呼ぶ ことにし 

よう。 —— こういう 高等学校 風景の 前に は、 竹 内 教授 

の 公式主義 は 完全に 敗北で ある。 それで 竹 内 博士 は、 

高等学校 の 教授 を やめて 大学の 教授に なった ように 思 

、つ。 



存在し なかった ので ある。 ゴ— リキ— の 文学論の 中な 

どに 一 ニカ処 出て いるよう だが、 その 意味 はごく 一通 

りの もので、 単に 文学 至上 化 や 文学 絶対 化と いうよう 

な こと を 指す に過ぎない らしい。 だから こそ 之 は 批判 

の レッテル として は 新鮮な の だ。 処が、 之に 対抗す る 

科学 主義と いう レッテル は、 それ 自身 少し 寝 呆けた 言 

葉で あるば かりで なく、 そういう 言葉 自身が 近代 思想 

史の 内に すでにな く はない もの だ。 例えば ル. ダンテ 

ク (二十世紀の 生物学者 である) の シャン テ イスムな 

どが それで、 而も この シャン テ イスム は 云わば 十八 世 

紀ゃ又 寧ろ 十九 世紀の 俗流 唯物論に 甚だ 近い もの だか 



のように だ。 処で 吾々 は 科学 主義の レッテル を 貼られ 

て も、 之 を 自ら 称すべく 居直る 必要な ど は 認めない。 

吾々 は 自分 を 特徴 づける も つ と 由緒の ある 言葉に 富ん 

でい るから だ。 文学 主義で 何が 悪い か、 俺 は 立派な 文 

学 主義者 だ、 などと 居直らざる を 得ない のが、 処で文 

学 主義者の 方な ので ある。 

さて 公式主義 呼ばわり 主義者に と つ て、 なぜ 公式と 

いう ものが そんなに 恐ろしい か。 公式と いうの は 勿論 

科学 公式の こと だ。 社交 の 公式 や 服装の 公式の ことで 

はない。 だから 公式 を 一旦 容認 すれば、 その 背後に つ 

めかけて いる 膨大な 科学 (自然科学 ばかりでなく 社会 



科学 もで ある) の 大群 を容 として 迎えねば ならぬ。 科 

学 は 組織 を 有って いる。 恐るべき はこの 組織な の だ。 

この 組織 はまる で ソヴェ ー! ^制度み たいな もの だ。 文 

化 帝国の 文学 主義と いう キャピタリズム にと つて、 本 

能 的に 恐れ を 催させる もの だ。 なぜ それが 悪い かとい 

う 証明 は 一寸 出来ない、 ただ 悪くなくて は 困る という 

結論が 最初に あるので ある。 この 憎悪 は 恐怖から 生じ 

る。 而も この 憎悪が、 みずから 最も 「愛情」 を 標榜す 

る 連中の 習性で ある こと は 面白い。 つまり 日本への 愛 

情 は 公式、 科学、 への 憎悪に 他なら ぬ。 妙な 結果に な 

る もの だと 思う が、 なる 程 考えて 見る と 日本の 現在の 



最も 文化的な 相貌 を 具えた 一翼で ある ことが、 以上の 

ことから 推定され る。 公式 を 恐れる こと は 決して 酔狂 

からで はない。 それに は 組織が ある。 そして その 組織 

の 文化的な 体系と して、 例の 文学 主義が 存在して いる 

わけ だ。 公式主義 呼ばわり 主義者に は、 組織が あり 体 

系が ある だけで はない。 実は 彼等 自身 一種の 公式 さえ 

が あるの だ。 民族と か 国家と か 日本と かそうい う 公式 

がいくつ か あるので あるが、 ただ 幸か不幸か この 公式 

は 科学的 公式で ないた めに (では 何の 公式な のかと い 

うと 要するに それ こそた だの 公式な の だが)、 自分 は 

公式 的でなくて 相手 だけが 公式 的 だ、 と 云って いられ 



る わけ だ。 だが それだけ ではない、 科学的な 公式から 

逸脱し、 之 を 独善的に 否定し、 そして この 何だか 性の 

知れない 「公式」 に 移る という、 そういう メタ モル 

フォ— ゼ (変態) か 何 かが、 実は 或る 一 つの 公式と し 

て 科学的に 予見され 論証され ている ものな ので ある。 

文学 主義の 批判 はそう いう 科学的 公式 を 与えて いるの 

だ。 でこう いう わけで、 どうしても 公式と いう 言 

葉 は 自分自身に 都合の よくない もので、 困った 厄介な 

ものな ので ある。 こういう 患者が 公式 フォ ビヤと なる 

の は、 臨床 的に 研究 済みの ような ものであろう。 



公式の 価値 は その 科学的 機能に 存 する。 最も 簡単な 

例 は 化学分析 である。 定性分析と 定量分析に は 一 定の 

公式が あって、 この 公式の 組織 を 使って 最も 的確に 分 

析を 決定す る ことが 出来る。 与えられた 一 塊の 鉱物 を 

鑑定す る 場合に も 一 定の 既知の 公式が ある。 この 公式 

で 切断して 行った 結果、 鉱物 は 限定され 決定され る。 

公式 は 大体に 於て 交叉に よる 現物 を 限定す る。 丁度 製 

図の ような もの だ。 

だが - J の 機能 は 決して 科学 や 自然科学 だけに 特有な 

もので はない。 一切の 思想 も 亦、 この 交叉に よって 進 

展 する。 思想の 前進 • 着想 • 科学的 想像力、 どれ もが 



大体- J のク ロッシ ングの 所産 である こ と を 注意し なけ 

れ ばなら ぬが、 こういう 思想の 労作な しに は、 一 片の 

文芸 も 不可能な の だ。 文学 はよ く 云われる ような 思想 

のた だの 表現 や 血肉 化 や 風俗 化で はない。 思想 その も 

の を 押し進め 限定す る ことが 文学の 第一 課題な ので あ 

る。 之 を 仮にも 文学 以前な どと 称する 者 は、 みずから 

文学への 絶望 を 表白す る もので しか あるまい。 この 思 

想 の 労作に 思想の 科学 性が あり、 思想の 価値が あるの 

であって、 そうでない 思想 は 思想ではなくて ただの 固 

定 観念 に すぎ ない。 そんな 観念 は 邪魔 にこ そ なれ 何の 

価値 もない もの だ。 こういう 観念 をし か 思想と 考えな 



い 文学 は、 思想 を 邪魔に して 創作の 障害と 考える 権利 

を 有つ だろう。 

だから 考えて 来る と、 文学に とっても、 それによ つ 

て 思想の 開拓が 試みられる 限り (そうでない 文学 は 作 

者の 楽屋 裏で は 意義が あっても 大衆の もので はない)、 

科学的 公式が 不可欠な 要素でなくて はならぬ。 この 公 

式の ク ロッシ ング によつ て 限定 裁断す るので なければ、 

作品の テ— マら しい もの も 生まれ はしない。 題材 や 話 

題が 文学的な テ— マで はない。 テ— マ は 思想 的な 課題 

を 意味す る ものだろう。 作品 は その 課題の 人種 実験的 

な 解決の ような ものである。 



公式の 持つ 科学的 機能 を、 体系 (システム) と名づ 

けても よい。 システム にも 色々 あるが、 一般に 体系的 

な もの は 科学的と 仮称され ている。 体系 は 時に よって 

目茶な もの も 不可能で はない から、 何でも 体系的で あ 

れば 科学的 だと 考える こと は 危険 極り ない ことで、 だ 

からして 特に 社会科学 や 何 かに 於て は (元来の 意味に 

於け る 実験が 不可能な もの だから)、 相当に 考え抜か 

れた、 而 し出鳕 目な システムが、 みずから 科学的と 号 

する こと も 出来る わけで あるが、 併しと に 角、 科学的 

であると いう こと は 本当の 意味に 於て 体系的で ある こ 

とだと いう 点に は 間違い はない。 公式 はこの 科学的 体 



を 使う 際に もこう いう 想定に 立 つ ている。 だが こんな 

ものが システム ならば 誰も システム など を 手頼リ にす 

る 害 はない。 

システム は 役に立つ から システム なの だ。 公式 も 役 

に 立つ から 公式な ので ある。 単純に 固定した ものなら 

役に立つ 害 はない。 システム は 体系化し 組織化して 行 

く処の ものに 他なら ない。 自分で 肥って 行く ことが シ 

ス テムで あり オルガ ニズム である。 体系 や 組織と は 本 

来そう いう もの 以外に はない はずで、 そうでなければ 

細胞の オルグな どと いう こと は ナンセンスになる。 そ 

, J で 実際に 思想 内容 を 組織化し 体系化して 行く こと だ 



が、 それ はた だ やれない、 実験と か 経験と かいう 感性 

的な 媒介に よって 初めて システムが 育って 行く の は 知 

れた事 だ。 そうでない シス テム は 妄想に すぎな いので、 

そういう 非現実的な システム は 各種の 精神病の 典型に 

よく 現われる。 だから システム は 単に、 自分が 肥って 

行く ため の メカニズム を 自分自身 で 用意す る処の メ 力 

一 一 ズ ム であるば かりで なく、 その メカ 二 ズムが 感性 的 

な 実際性 (ァ クチ ユア リ ティ—) を 実地 力 (実践 力) 

を、 持って いる こと を 必要と する。 公式 はそう いう 時 

に 役に立つ ので、 公式と いうの は 過去の 実際的 経験が 

蓄積 さ れ 精鍊さ れ 省略 化さ れ た 活動 用具 だ からで ある。 



この場合に は、 システムが 意識され ていないの である。 

意識 化された システム を 偶々 その 瞬間に 持つ ていな 

かった ので ある。 システムがなかった ので はない。 

思想の シ ス テムが 透けて みえな いこと は、 何 か 文学 

的な 美徳で あると いうよう な 迷信が 流布して いる。 だ 

が、 思想の ない 場合に も、 思想 は 透けて 見えない もの 

だ。 そして 本当に 自覚して いないよ うな 思想 は、 思想 

ではない。 思想 は 一種の 労作 か 労働な の だから、 どん 

な に 天来の 思想で も 必ず そ の 思想 的な ポテ ン シャル - 

ェナ ー ジ ー を 自覚して いるもの だ。 自覚し ないように 

考えられ るの は、 作家なら 作家み ずから その 思想 を 説 
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